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１． 研究の対象 

2024年８月～2025年 12月 31日の期間で、国際医療福祉大学成田病院 乳腺外科にて

全身麻酔下の手術を受けられた患者様 

 
２．研究目的・方法 

目的：当院における手術後の悪心・嘔吐のリスク評価と全身麻酔中の予防介入の実

施状況等を調べることでで、①術前外来時に行った 悪心・嘔吐のリスク評価が、実

際の麻酔管理での予防にどのように反映されているかを明らかにすること②術後悪

心・嘔吐予防介入が術後回復室での滞在時間に与える影響を評価すること、③日本の

薬価を用いて術後悪心・嘔吐予防の費用対効果を検討すること の 3 点を明確にする

ことである。 
 
方法：本研究では、国際医療福祉大学成田病院で 2024 年８月～2025 年 12 月 31 日の

期間に、乳腺外科にて全身麻酔下の手術をうけた 300 人の患者様を対象とする。電子

カルテ、および麻酔記録から全身麻酔下で乳腺外科手術を受けた患者様の情報を収集

し、統計学的に比較・検討を行う。 
 
３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：年齢、BMI、喫煙歴、基礎疾患名、高血圧や糖尿病などの既往歴の有無、手術

時間、麻酔方法、術後の吐き気、嘔吐の状況、使用した制吐剤の種類 等 
本研究で得た情報から施設や個人が特定されるような情報があった場合でも、全て匿

名化して取り扱います。 
 
 
 
 



 

 

 

４．個人情報の取り扱いと倫理的事項 
研究データから、患者様を特定できる情報(お名前や住所、ID など)は削除した状態で

研究を実施いたします。この研究成果は学会や学術雑誌などで発表することがありま

すが、要約したデータとして利用され、個人情報等が公になることはなく、患者様の

プライバシーは守られます。 
なお、 この研究は、個人情報保護法にも準じて定められている国の定める倫理指針

に従い、当院の研究倫理審査委員会の審査・承認を得て実施しています。   
 
 

 
５．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者様もしくは患者様の代理人の

方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出くだ

さい。その場合でも患者様に不利益が生じることはありません。 
 
  本研究に関するお問い合わせ（本研究への協力に同意されない場合を含む） 

連絡先：国際医療福祉大学 成田病院 
住所：千葉県成田市 畑ヶ田 852 
電話：0476‐35‐5600 
担当者の所属・氏名：国際医療福祉大学 成田病院 麻酔・集中治療科  
          栗岩涼 

 
研究責任者：国際医療福祉大学 成田病院 麻酔・集中治療科  

山口嘉一 
 


